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《現地報告》

「サコ
‘‘
ヤシの開発利用についての

専門家会議」に参加して

高 村 奉 樹
＊

L澱粉衰源 熱帯に生育するヤツ科植物は， 種類はもちろんのこと利用目的も多様性1こ

としてのサ 富んでおり， そこに生活する人びとの衣食住に欠くことのできない木本類で

ゴヤシ ある。 とくに， ココヤシ， アプラヤシなどは食用・工業用油脂原料として近

年とくに儒要が増し， 熱帯に限らず枇界各地域の人ぴとの生活にとっても大

切な作物となっている。

ところでヤシ科に属するサゴヤツ (Metroxylon spp.)は古くからアジア，

オ七アニアの熱帯地域の人びとによって， その幹から澱粉を得るために採取

または栽培されてきた
“

作物
”

である。現在でも野生状態のものを採取した

り， 少し管理の手を加えただけで利用されることが多く， その意味では半ば

栽培に移された作物というのがサゴヤシの平均的な姿であろうか。 生態的な

特徴としては， 熱帯の低湿地によく生育し， 主に吸枝によって繁殖させると

8年ないし15年を経て， 樹幹長はIOメートルに逹し， 花穂を樹頭に着生して

開花するが， その直前頃， 直径50~60cmの幹の髄部の柔組織細胞が澱粉によ

って満たされる。 その含有設度は容積l叫あたり多くて0. 2 fJ程度で あ る

が， 1本の幹からは300~500kgll)生澱粉が収穫できる， という。 マル ク諸島

や西ィリアン， バプアニュ ー ギニアを中心に， その生育地において日常食と

して利用されるほか， 従来， 食用， 工業用原料として翰出も行なわれてき

た。 また， 葉と葉柄は家屋の建築材料として用いられる。

近年1こなってサゴヤシが
‘‘
然帯低湿地に育つ天然資源

”
として注目を浴ぴ

るようになったのは， 熱帯の森林伐採のもたらす復元困難な自然破壊や化石

エネルギー不足の危機感が背景にあり， そのうえ作物貧源としての有効利用

によって食堀不足の危機にも対応できるという期待がかけられているからで

ある。すでに， 第1回はマレイシアのサラワクで(1976年）， 第2回はクア

ラルンプールで(1979年）， 小規模ながらサゴヤジをめぐる国際ツンボジウ

ムが識者によって開かれている。

＊たかむら ともき， 岡山大学股学部
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2．サゴヤツ 今回，インドネシアのジャカルクで「サゴヤツの開発利用についての専門

国際会議 家会議 (TheExpert Consultation on the Development of the Sago 

Palm and Palm Products)」 が開かれたが， その推進の役を担ったのほ，

上記第1回，第2回のシンボジウムを通じて，先甜的役割を果たしてきたオ

ラソダ， ヮーゲニンゲン大学のM. フラッハ教授であろう。

会議はインドネシア科学技術庁(BPPT)とFAOの共佃で，同庁舎の9階

ホールを会場として1984年1月16日から21日まで開かれた。参会者はFAO

による関連各国からの招待専門家をはじめオプザーバーを含む総計150名ほ

どで，オランダ7名，マレイジア， コスクリカ，イギリス，パプアニューギ

ニアから各l名，日本からは，股水省食粗研究所貝沼圭二氏が招待参加のほ
1) 

か下田栂之氏（東京腹工大）と高村が，そして，現地からは古I[［久雄氏（京

大東南アジア研究センクー）がオプザーバーとして参加した。他の参会者

ほ， 2, 3のFOA関係者のほかは，すべて地元ィンドネシアの政府，研究

機関の職員および大学の研究者である。

1月16日午前の開会式を皮切りに， 「サゴヤシ自生地の保護と管理」，「サ

ゴヤツの栽培管理」，「サゴ涼粉の調製と利用」， そして「社会経済的にみた

サゴヤツの開発」の各セッションが4日間にわたって開かれた。 また 5日

目の 1月20日には野外見学旅行に移り，ボゴールの食糧技術開発七ンクー

(FTDC)， 植物園を兄学したのち，ボゴール西方のチグデグ村で小さな

サゴ澱粉加工場を見学した。以下，会議で話坦提供され，また討磁された点

のいくつかについて紹介しておきたい。

会議ほFAO代表による熱帯における非破壊的手段による永続的な生産力

の維持，開発1こ期待する，との開会宣言にはじまり，次1こ，イソドネツァ科

学技術庁長官の挨拶（代読）によって，サゴヤシ林開発についての基調方針

が示された。要点は，地域住民の福祉の増進，査源保護，社会不安を招かぬ

ことをまず前提として， Nucleus Estate方式によって小農による協業を促

し，その育成につとめることである。具体的な試みはすで1こマルク地方で開

始されているほか，地域を選んで国のサゴヤシ開発七ンクーを設皿する提案

も出ており，西部ジャワでは1984年中にサゴ澱粉の加工プラソトが試唆操業

の段階に入る予定であることも告げられた。

3．サゴヤシ 第1日のセッション「保設と管理」ではイソドネシアを中心にバプアニュ

自生地の保 ーギニアを含む地域の森林の現状が報告された。賓源管理庁のマナン長官

蔑と管理 ほ， 1983年から，布告 (decree)Iこよってサゴヤシ林を含め，従来マイナー

1) 今回の会議出席にほ日本サゴヤツ研究奨励基金の援助をえた。記して削意を表する。
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と目されてきた森林資源の取り扱いに規制が布かれたこと， しかし実際の追

用については今後に問題を残していることを明らかにした。すなわち，イソ

ドネツアでのサゴヤツ林は，マルク地方に3万ヘククール，西ィリアンに

400万ヘククールのほか，スマトラ， カリマンクン，スラウェシ，ジャワお

よび他の島嶼部にわたっている。しかし，源粉植物として利用されないうち

に枯死するものが多く，これには地域住民の食生活の変化や，サゴ澱粉を洗

い出す際に必要な水の給源の存否もかかわっており，そのような社会的，自

然的な条件が利用を妨げている。一方，西ィリアンでは自然保護の規制下に

おかれた地域内にサゴ林が分布している場合もあり，その利用についてほど

のようにするかが問題である。また，サゴヤツは地城ごとに独特の所有，利

用の形態があるうえ，土地条件や生産物の価格のこともあって，その開発利

用を大規模な手段lこゆだねるのほ遥当でなく，伝統的な栽培利用方法1こ立

脚することが必要であることが強調された。いずれもまことに現実1こ則した

話であるとうなづける。

さて，サゴヤツの現存獄については，詳しく知りたいところである。イン'

ドネツアでは， リモートセンツング，すなわち宇宙術星写真による大まかな

推定をはじめ，航空測賊法によって10万分の 1, 2万5千分の 1写真を作製

し，植生の調査が行なわれていることが BAKOSURTANAL（わが国の国

土地理院にあたる調査研究機関）のカルドノ氏らから報告された。サゴャッ

の林中分布率を明らかにするにほ，赤外フィルムを用いた2万5千分の 1写

真が有効であるとのことである。また，バプアニューギニアで，サゴヤツの

開発利用の促進に従事しているパワー氏は，サゴヤシ林の利用は地域人口1こ

見合った規模で行なうべきこと，たとえば， 1日当たり 1トソていどの澱粉

生産が可能な小型の機械を恋入することは比較的容易で，普及もしやすいで

あろう，と経験にもとづいた報告を行なった。

4.サゴヤツ 第2日のセッツョソでは「サゴヤシの栽培管理」についてアグロノミック

の栽培管理 な問隠がとり上げられた。コスクリカからの出席者レオン氏は，熱帯地域に

おける未開発ヤシ類の今後の有効利用について，育種学の立場から考察し

た。たとえば，南米においても“アマゾンのココヤシ’＇といわれるババスヤ

ツ (Orbignyamartina)や，果実中に炭水化物・蛋白質・油脂等をバランス

よく含むといわれるベジバエヤシ (Bactris gasipaes)の利用が増している

が，これらもまだ厳密にいえば栽培下におかれたもので1•まない。従来，遺伝

的変異の大きい地域では人間によって租極的な選抜があまり行なわれなかっ

たことは他の作物の楊合も同様であって，これらヤシ類の栽培化や利用を推

進するには，地域ごとの森塩とャツにみられる変異を総括的に調査して積栖
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的に選抜，育種することが必要であると述べた。

なお，インドネシアのャッ類については，サストラプラジャ女史によるス

ライドを用いた紹介があった。またルマヮ氏は，サゴヤシとニッパヤツの混

合林を造成することが，実際面では有利であろうと提案し，今後のサゴャッ

栢栽園では，従来，股民が好んだ独立した大きな幹のサゴヤツよりは，叢生

したやや細い幹をもつ種類に植物のクイプも変化するべきであろう，とイネ

やキャッサバの場合の草型のように，話題は樹型論にまで及んだ。なお，熟

性については，マルク地方で平均7~8年，サラワクでは約11年と開きがあ

り，早生の商澱粉含有種の選抜も可能であろうという。ただ，ここでいう早

晩性が，果たして種類の相違によるものか，または種子繁殖と吸枝繁殖，さ

らには，顔境条件や栽培条件の相違によるものか，さら1こ検討が必要であろ

うと私は考える。

下田氏は，バプアニニーギニア東セビック河流域でのサゴヤシ栽培林と野

生林の詳細な柏生調査，およびサゴヤツの形態（トゲの有無や形状）別分布

濶査を行なった結果を報告した。この地域では普通は手入れして吸枝を少な

くした栽培サゴが利用されるが， それに不足するとワカ （Wakar)すなわ

ち野生のサゴヤシが利用されるという。しかし，後者の澱粉収狐はまことに

低いうえ，野生林においては，サゴ澱粉を採取するために伐採できるような

樹幹は少なく，推定源粉収菰は1ヘククール当たり 2トンに満たないであろ

うと述べた。栽培されたサゴヤツも吸枝が4~6本以上に増えないように管

理しないと幹の生長は遅れるという。野生林の場合には多数の吸枝がみられ

るから，これを取り去ることだけでも，半栽培的なインバクトを与えて樹型

を盤えることができるのであろうか。年間数力月ほ洪水するという広い面租

に亘るサゴヤシ林の実態調査報告は詳細にわたっており興味深く，説明のス

ライドが終ったときには期せずして場内から拍手が起こった。

5.サゴ料理 この日は，ビュッフェスクイルの昼食会に，種々のサゴ料理も出た。細長

い焼器に生澱粉を入れて焼いたサゴレンペン (lempeng sagu) はパンのよ

うで保存食となる。丸い餅のような形状のクエサグ (kuesagu) はカリマ

ンクン地方の常食。ビーフン状にしたトゥプンサグ (tuP,mgsagu)は稲々

の料理に使え，また最近の料理であろうか，チーズ，肉，卵や玉ねぎを混入

したプディソのようなムティアラッョテル (mutiaraschotel)もある。熱拗

で生サゴ澱粉をとくと，かたくりのようなパベダ (papeda)ができ， 生澱

粉を乾燥して粒状にしたサゴパール (mutiarasagu)ほデザート材料として

用いられる。

さて，第2日の午後は，サゴヤジの開発について，当初にもふれたNES
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方式(Nucleus Estate and Small Holder Development Concept)の紹介が

あった。要点は， 中核としてエステートを既くが， その周辺にあって各腹家 

は2ヘクク ー ルほどのサゴヤツ林をもち， あと］ヘククールていどは他の作

物を栽培する，中核となるエステートは技術の普及や収穫物の調製， 出荷流

通を組織的に行なって， 各小農家の経営を扱助する。各牒家は必要に応じて 

労働力の供給源ともなる， というシステムである。 すでにゴム園や油ヤツ園 

では実行に移されている方法であるとのことで， サゴヤツについても今後の 

実現と成功が期待される。

第3日は「調製と利用」についての七ッジョンであった。 サラワクでサゴ 

ヤシ利用開発に従事している英国の七シル氏ほ， サゴヤツ澱粉の品質の向上

は， 収穫された樹幹の貯蔵方法， 納製工楊への搬入の時問調痰などによっ 

て， 猿粉の変質や消耗を防ぐこと， また粉砕機の改善や濾過節の目を少し細

かくすることによっても具体的に可能であるとした。 なおサゴヤシの幹は丸

太(log) の状態で長い楊合は数ヵ月にわたって水中貯溜されるが， 澱粉の 

質は 2, 3 日後にすでに低下し， 2 ヵ月後には 13%, 3 カ月後には30%の澱 

粉が失われるという調査結果が示された。

また， パプアニュ ー ギニアの七ビック河で調査したオラソダのクラリソゲ 

ソ氏は， サゴヤツ樹幹中の位個による源粉含有率 (9/叫）の変異や， 開花期 

に至って含有率が急に高まることについて報告した。 すなわち澱粉含有率は

0-0.21の範囲で，幹横断面中の変異よりも高さに よる変異が大きく，幹の基
2) 

部ほど高い値を示す。 また同氏は， 最上位節間長や総策数などの生長形質と 

平均澱粉含有率の関係を統計処理によって求める試みを行なっている。 しか 

し， 樹幹内の澱粉含有率が部位により， また生長の時期によって大きく変化 

する状況をみると， 収穫適期の判定のためにも今後さらに多くの形質と源粉 

含有率との対応関係を調査することが必要であると思われる。

さて， 澱粉工業的な問題として， 貝沼氏1ま澱粉の柚化や醗酵技術の最近の 

進歩について， 澱粉からチクロデキストリンを高い収率で得ること が可能 

な酵素変異種の作出や， 澱粉をモルトヘキソ ー ズに分解する新しい 酵索の 

発見など， 自身の研究の成果を折り込んで現状を解説した。 とくにHFCS

(High Fructose Syrop)の利用 の増大はこの分野におけるバイオテク／口 

ジーに多大の刺激を与えていること， サゴ源粉は酵素による糖化が容易で，

2) M. フラッハ氏によるサゴヤシ幹内組成：サゴヤシ幹生体重 (800 ~ 1250kg) 当た1)

樹皮部 25~32%, 髄部 68~75% C内訳：殴粉 17~20給水分 34~40%, その

他 14~16%)。
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トウモロ コッ， キャッサバなどとともに工業原料として重要になるであろう

ことを指摘した。 また同時に， サゴ澱粉利用 の拡大のために はやはり精製度

/l)向上と，貯蔵・綸送中の着色防止などがまず考慮されなくてはならぬこと

を強調した 。

7. サゴヤ ・ン 第4日は， 「サゴヤシ開発の経済」について最後のセッシ ョ ンに入った。

の開発 オランダのリーゼポ氏は年問3万トンの源粉生産能力を有するプラントを，

家族当たり10ヘクタ ー ルのサゴ園のかたわら］ヘクタールの天水田と％ヘク

クールのホ ー ムガーデン， それにサゴヤシ園内の迎河支流の漁扮権をもつと

して， 既存のサゴヤシ林を 利用してNES方式をとる場合， および全く新し

くサゴヤシを植付け， 屈用労働力によってサゴ園を 経営する場合について，
コストを具体的に試算した。多くの仮定を含んだ設計図といえるが， 個々の

費用の見禎り方について地域や経験による相迎が議論される1ことどまり， 2

つの開発方式についての根本的な比較が社会経済的な観点からさら1こ必要で

あろうと思われた。

なお， この七ッショ ‘ノの終りに， 私は， El本サゴヤシ研究奨励基金(The

Sago Palm Research Fund, Japan)長戸公理事長の発案にもとづいて， 日

本におけるサゴヤシについての研究の推移と現状を簡単に紹介し，今後の国

際的な研究協力への期待を述べた。来たる 1985年 5 月には， 東京で第 3回国

際サゴヤシシンボジウムが， 各国の研究者を招いて， 農水省熱帯腹業研究セ

ンクー顕問山田登氏を委貝長として開佃される予定である。

今回の専門家会議ほ， 以上のように連日の購演や報告を中心に論識が交わ

されたが， その結果， それぞれテーマ別に当面の研究課題とその推進1こ必要

な経典1こついての概要を まとめ， インドネシアを中心とした国際的研究機関

の設立にむけての提案 を行なって器を閉じた。

サゴヤシ ー熱帯低湿地に育つ天然資源一の利用と阻発は， いまや低湿地1こ

限らず， 熱帯の生態系の維持と利用に ついて， ひとつの可能性を示唆するも

/1)として， とくにインドネシアを中心に大きな関心を呼ぶ作物となってい

る。 クアラルンプールの第2回サゴヤジシンボジウムから5年， サゴヤジに

ついて， 内外研究者の調査事例も増え， 調査内容もより詳細に亘ってきたこ

とを実感するとともに今後ますます多面的に研究をすす めることの必要性を

再確認させる会議であった。




